
令和４年度 第４回三重県行財政改革・デジタル戦略推進本部 本部員会議 概要 

 

１ 開催日：令和４年 12月 20日（火）１３時３１分～１３時４４分 

２ 開催場所：プレゼンテーションルーム 

３ 議事概要：以下のとおり（●議題提出部局説明・回答、☆意見・質問） 

 

議題１ 「みえのデジタル社会の形成に向けた戦略推進計画」について 

●鈴木デジタル戦略企画課班長兼企画員（資料２に基づいて説明） 

計画策定の経緯です。「みえのデジタル社会の形成に向けた戦略推進計画」

については、令和４年 10月に常任委員会で中間案を提示し、パブリックコメ

ント等を実施しました。その後、パブリックコメントの結果やみえＤＸボード

等の有識者からの意見をふまえ、最終案を取りまとめ、先般 12 月 13 日の常

任委員会において最終案をお示ししたところです。 

中間案からの主な変更点についてです。有識者からは、内容については特に

ご指摘をいただきませんでしたが、県民の皆さんに届くように、全体的なデザ

インを見直してはどうかというご意見をいただきましたので、次のとおり変

更しました。 

１点目、この計画の取組を進めることで、みえのデジタル社会の未来がどの

ようになるのか、県民の方に伝わるようなイラストを追加してはどうか、とい

うことで、表紙・裏表紙に、みえのデジタル社会の未来について、イラストを

追加しました。 

２点目の変更点ですが、分野別、暮らし、しごと、行政のめざす姿について、

もう少し具体的に県民に伝わる文言を追加してはどうかということで、資料

２の 10 ページをご覧ください。中間案では、左側の部分に、暮らしのＤＸ、

しごとのＤＸ、行政のＤＸのめざす姿を文章で記載して、取組方針として２行

くらいの文章を入れていましたが、分かりにくいというご指摘をいただきま

したので、例えば、暮らしであれば「毎日の生活が豊かになる」「どこでも快

適なデジタルインフラ」「都市に負けない利便性と可能性」というキーワード

を追加して、伝わりやすい表現に変更しました。 

次に１１ページ、３点目の変更点ですが、分野別の取組について、何のため

のＤＸなのかを示すべきではないかとの意見をいただきましたので、それぞ

れの立場に応じた活用事例として、「子育てしている方」や「障がいのある方」

「働いている方」に応じて、ＤＸが進むとどういうことが実現できるのか、と

いうことをそれぞれの場面に応じてマトリックスの表で整理しています。 

その他の変更点としては、「県庁ＤＸの推進」にかかる各取組をまとめた表

を新たに入れています。変更点は以上になります。 

パブリックコメント及び有識者からの意見につきまして、パブリックコメ

ントについては、意見数は１６件、そのうち、反映済が７件、今後の取組に取



り入れていくか検討していくものが９件としています。 

主な意見として、反映済のものでは、ＤＸの基盤として期待される５Ｇにつ

いて、サービスが都市部に限定的にならず、全国でサービスが享受できるよう

国等に働きかけてほしい、ですとか、商工会議所の経営指導員等へのＤＸ推進

に必要な知識・技術を身につけるための研修など、中小企業等に対するプッシ

ュ型の人材育成に取り組んでほしい、といったご意見をいただいています。 

次に（２）有識者からのその他の意見としては、高齢者へのスマホ教室はい

い取組であるが、スマホがなければ生きていけない世界を作ることがＤＸで

はない。スマホがない人でも不便なく暮らせるのがいいＤＸである、また、デ

ジタル人材の育成は男性が圧倒的に多いので、女性のデジタル人材を育成し

ないとさらに格差が広がる、といった意見をいただいています。 

次のページをご覧ください。参考として、今回、パブリックコメントととも

に、今後のデジタル施策の参考とするため、「行政に声を届けるウェブサイト

（PoliPoli Gov）」という仕組みを試験的に導入しました。伝わりやすいデザ

イン、ツイッターを用いた情報発信など、パブリックコメントでの意見募集と

比べて若者の意見を集めやすい特徴があります。この PoliPoliGov を活用し

て「デジタルの力で解決された地域課題の事例」、「デジタルの力で解決したい

地域課題」の２つのテーマで意見募集を行い、それぞれ 69 件、144 件の意見

をいただきました。主な意見はご覧のとおりとなっています。 

頂いた意見への対応としては、各部局に情報を共有するとともに、デジタル

社会推進局としても支援するなど、今後の施策に反映していきたいと考えて

います。 

今後の予定です。本日の本部員会議で承認いただければ、市町・関係機関等

へ周知するとともに、県民の方へホームページ・ＳＮＳ等で周知を図っていき

たいと考えています。 

説明は以上となります。 

 

●三宅デジタル社会推進局長 

何かご質問等があればお願いします。今回、デジタルの計画ということで、

従来のような、Ａ４縦の文書版ではなく、このような形で計画にさせていただ

きたいと考えています。それから、計画の策定後、これで４年間コンプリート

ではなく、定期的に見直しをかけていきたいと考えていますので、よろしくお

願いします。 

 

☆田中ＣＤＯ 

私自身、昨年４月の三重県ＣＤＯへの着任以来、この１年８カ月で最も時間

をかけて取り組んできたのが、本計画の策定となります。すぐに計画を策定す



るのではなく、県民の皆さんと一緒に未来を描きたいという想いで、県民の皆

さん同士で目線を合わせた対話ができるように、未来を構成する要素を取り

まとめた動画を制作しました。 

デジタル社会推進局が創設され２カ月目ぐらいから準備に取り掛かかりま

したので、まだまだ組織としても歩み始めたばかりというところで、デジタル

社会の形成という前例もなく正解もない領域で、局員が非常によく頑張って

くれました。そして、その動画を見て目線を合わせた対話として、コロナ禍で

厳しい時期でありましたが、県内 5 カ所を実際に回って対話、オンラインで

の対話などを通じて、本年３月に公表しましたのが「三重県のデジタル社会の

未来像」です。 

この県民の皆さんが描いた未来像を参考に、「どんな社会をめざしてデジタ

ルを活用するのか」について、局員が自分ごととして毎日議論を重ねて、みえ

ＤＸボードや、みえＤＸアドバイザーなど有識者の意見も伺いながら、「どう

したら県民の皆さんに伝わるのか」ということを考え抜いて、一つひとつの言

葉を選び、色やデザインの調整をして、１年半かけて作り上げてきたのが、こ

の「みえデジプラン」ということになります。 

この「みえデジプラン」は、行政のＤＸだけではなく、社会のＤＸも含めた

デジタル社会形成全般を対象としていることが一つ目のユニークな点になり

ます。また、基本理念として『みんなの想いを実現する「あったかいＤＸ」』

を掲げ、生産性の向上や利便性の向上だけではなく、県民の皆さんの自己実現

を図る、人間中心のデジタル社会をめざしていくこと、めざす姿として「誰も

が住みたい場所に住み続けられる三重県」とし、そのためのデジタル社会であ

るということ、そして、ジェンダー平等やダイバーシティ、サスティナビリテ

ィという新しい社会づくりに必要な前提条件を「寛容な社会」として設定して

いること、その全てが他県にはないユニークなポイントということになりま

す。 

各部局におかれましては、この「みえデジプラン」に掲げています、基本理

念、めざす姿、前提条件、そしてＤＸの推進にあたっての視点につきまして、

ぜひ、あらゆるＤＸ関連事業や、デジタル社会の形成に関連した事業の際に、

改めて所属の中で対話を進めていただきまして、この「みえデジプラン」を羅

針盤としてご活用のうえ、各事業を推進していただけるようお願いいたしま

す。 

 

 

●三宅デジタル社会推進局長 

知事から何かありますでしょうか。 

 



☆一見知事 

私からはまず今回の戦略推進計画を定めていただいて、デジタル社会推進

局を初め、関係部局の皆さんにご苦労さまでしたということを申し上げたい

と思います。立派なものをつくっていただきまして、良かったと思います。 

ＤＸはコロナ禍で、その必要性が再認識されましたが、これから人口減少が

進んでいく社会においては革命的な生産性向上が絶対必要でありますので、

デジタル化も避けて通れません。この計画に基づいて進めていくということ

を認識していただければと思います。 

その上で２点お願いがあります。一つは以前から申し上げていますが、行政

手続です。このデジタル化、これは県民の利便性の向上のためにも必要であり

ます。令和６年度までだったかと記憶していますが、我々の手続、75 の手続

を進めていくということで、目標を掲げています。これをさらに広げていくと

いうことも含めて、各部局においてもデジタル社会推進局と一緒に推進して

いただきたいと思います。 

三重県も決して遅れているわけではありませんが、先進的に進めている、例

えば、北見市とか行橋市など、手続のデジタル化の割合が高いけれども、そう

いった先進事例も学びながら、また三重県の良さも他の自治体にも示しなが

ら進めていただければと思います。 

それから２点目は県庁のＤＸの推進です。予算もかかる話ではありますが、

県民のためにも、それから県庁職員の負担の軽減のためにも必要なものだと

思っています。総務部ともよく相談をしながら、ぜひ進めていっていただきた

いというこの 2点をお願いしたいと思います。 

 

●三宅デジタル社会推進局長 

ありがとうございました。それでは、「みえのデジタル社会の形成に向けた

戦略推進計画」を原案通り決定ということにさせていただき、本部員会議を終

了いたします。 


